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https://www.jaxa.jp/projects/exploration/index_j.html

近年，国内外で宇宙探査計画やプロジェクトで膨大なデータが蓄積
→ 探査データをユーザが取り出しやすいシステムを構築することは重要
→ 私たちは，探査機が天体に接近することで得られた画像データに注目

はじめに
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目的：以下のシステムを日本独自で開発したい
• 小さい天体（衛星，小惑星，彗星）の探査データを閲覧・検索
• 2Dと3D地図を切り替えられ，webブラウザ上で動作
• 研究者や学生が欲しいデータをすぐに閲覧・検索できる

Small Body Mapping Tool

既存の画像データ検索システム

2D地図を用いた検索システム 3D地図を用いた検索システム

PILOT PSA：planetary science archive

Stand-alone

Webブラウザ

ただしネットワークに接続さ
れていないと検索機能が動作
しない可能性がある

Trekシリーズ

詳細な絞り込み検索はできない
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Web上の検索システム

領域を指定
• ポリゴン利
用

• 数値を入力

2D と 3D
地図を表示で
きるCesium

結果の表示
• ID
• フットプリント
• サムネイル
• Rawデータのリンク
約10項目

検索項目の指定
• 解像度
• 位相角
等

検索結果のデータを
zip等で出力

想定しているユーザ
• 若手研究者
• 学生の方
• 国内研究者
• 海外研究者
• 一般の方

検索条件の設定

ダウンロード

検索

結果の出力

ユースケース

再設定

フロントエンド バックエンド

対応ブラウザ
Google chrome, Safari, Mozilla Firefox, Microsoft Edge

小惑星の画像を
検索したい！

使いやすいシステムの開発



はやぶさ２のONCデータを使って閲覧・検索できるシステム開発を行っている

光学航法カメラ（Optical Navigation Camera）
望遠直下視の ONC – T
広角直下視の ONC - W1
広角側方視の ONC - W2

JAXA、東京大、高知大、立教大、名古屋大、千葉工大、明治大、会津大、産総研

近接して取得された画像は10,000以上
0.001 m/pixel 以下の解像度のデータも数多く存在

はやぶさ２で得られたデータは質・量ともに最高度
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初期画面

Search Menu Search results Menu Map display



Search Menu
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Map display

① Search menu button (ON)

② Result button (ON)

③ Map mode switching button

• 2D
• 3D
• Columbus View

④ Area Select button

• BoundingBox
• FeatureCollection

⑤ Draw feature button

You can draw vertices by left-clicking with the mouse, and after
clicking on three or more vertices, you can set up any polygonal region
by double-clicking at the position of the last vertex.
Images that partially overlap the specified area will be displayed as the
result.
To clear the area, press the Draw feature button again and double-
click on it.

①

② ③ ④ ⑤ ⑥

⑦
⑧
⑨
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Map display

⑥ Layer switching button

◼ Layer (ON/OFF)

• Grid 

• POI (Point of Interest)

◼ Map

• Base map

• High resolution map

• Normal albedo RGB map

• Base Map b-x slope red-blue

⑦Map zoom-in button

⑧Map zoom out button

⑨ Reset

Map position will be reset.

①

② ③ ④ ⑤ ⑥

⑦
⑧
⑨
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Search results Menu

Download

All selections

Setting the number of search 
results displayed

Set tile size

Permalink

Search Results Closed

Page selection Release all footprints

Individual selection

Footprint Display
Detailed information

File name

Sorting search results
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ID 項目

1
緯度、経度、解像度、filter名or band数、i, e, a(太陽位相角度)、FOVの範囲、撮像を指定(どれか一部でも構わない）してその点が含まれる画像
の名前一覧が表示される

2 検索画像はサムネールとしても表示される

3 撮像日時範囲指定・露出時間範囲選択・撮像カメラヘッドおよび使用バンド選択

4 可逆画像/非可逆画像選択・機上スミア補正有無選択・撮像時 CCD 温度範囲指定

5 探査機+Zと太陽方向のなす角範囲指定

6 検索された画像それぞれのヘッダ、画像本体へのDARTSサーバへのリンクが示される

7 検索された画像セットをアーカイブファイル（zipなど）としてダウンロードできる

8 正距円筒図、もしくは鳥観図、3D地図を選択できる上で上記の画像のフットプリントが名前とともに表示される

9 地形名やcraterカタログIDが地図上に表示される。登録する地形名候補：Crater, Saxum, Fossa, Bright Spot

10 形状モデルの上に検索対象画像のフットプリントを描画できる

11 Web上で動作する

12 検索結果は、検索条件の変更にともない、動的に更新される

13 ID1の指定項目にミッションフェーズ、オペレーション(ピンポイントタッチダウンなど、ほぼ１日ごと、１日に複数ある場合もある）が指定

14 他機器の地図も含めた背景の地図を切り替えられる

15 l2e, l2drc, l2erc, l2dbpなどを指定して検索できる

現状のJADEでできること
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• 2Dと3Dの地図を切り替えることができ，小
天体の探査画像データを閲覧・詳細検索シ
ステムを世界で初めて開発

• はやぶさ２のデータを用いて，ユーザが利
用しやすいものになるよう今なお検討中

• 今はONCメンバーのみ公開

• JADEの一般公開は、はやぶさ２の全データ
が一般公開された後

• MMXのターゲット天体である火星衛星フォ
ボス，ディモスのデータ利用も検討

まとめと今後の予定


